
神様へ誓わないＱ４（１６３４）
―『フィラスター』における誓言の異同について―

國 � 倫

本論の目的は、１６３４年出版『フィラスター』の第４四折本（the fourth quarto；

以下Ｑ４と略記）に、誓言について「意味上違いのある異同」（substantive vari-

ant）が１９ケ所あることを指摘し、その社会背景を探ることである。

１．書誌情報と先行研究

ジョン・フレッチャー（John Fletcher，１５７９‐１６２５）とフランシス・ボーモ

ント（Francis Beaumont，１５８４‐１６１６）共作『フィラスター』（Philaster）は、

１６０８年に初演を迎え、第１四折本（以下Ｑ１と略記）が１６２０年に出版された。

印刷所原本がロンドン書籍商組合（The Stationers of London）へ持ち込まれ、

検閲を受け、出版の許可を得て Thomas Walkleyの本として書籍商組合記録に

登録されるのは初演から１２年後、１６２０年１月１０日のことである。１出版回数と

出版年を確認すると、１６２０年出版Ｑ１から１６８７年出版の第９四折本に至るま

で１０版を重ねたことは、当時の人気を物語っていると言えるだろう。２

先行研究を辿ると、書誌学的アプローチはＱ１と第２四折本（以下Ｑ２と略

記）に集中している。３１９０６年に Thorndikeは、Ｑ１の印刷所原本はボーモント

１ Chambers 379.

２ Robert Kean Turner, ‘Textual Introduction’, The Dramatic Works in the Beaumont and

Fletcher Canon . Vol.1, 370.
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とフレッチャーの直筆原稿（foul paper）や清書（fair copy）ではなく、イング

ランド国王ジェイムズ一世（James VI and I，１５６６‐１６２５）の宮中における上演

を速記した short handであると述べた。これに対し、１９２１年 Laurenceはやや

挑戦的な態度でＱ１を“a genuine playhouse copy”と主張するが、４１９４９年 Sav-

ageは Thorndikeらの主張を引用しながら、書籍商組合へ持ち込まれた印刷所

原本では、当時の検閲を通過するために‘The Actors Names’への配慮がなさ

れていたことを指摘している。５

実際にＱ１とＱ２のテクストを比較検証すると、Ｑ２がＱ１よりも約２００行

長く、最初と最後の内容が大きく異なる。６底本（copy text）であるＱ２におい

て、出身国カラブリア（Calabria）と略奪国シシリア（Sicily）両国を治める匿

名の Kingは、スコットランドとイングランドを統治するジェイムズ一世を投

影するものだ。しかし、先に出版されたＱ１のテクストからは国王への風刺が

排除されており、Ｑ２が King of Sicily and Calabriaとする箇所をＱ１は King of

Cecelyと表記し、科白に含まれる kingdomsもＱ１は全て kingdomeと記す。

またＱ２以降のテクストでは、現国王への不満、亡き先王の息子フィラスター

（Philaster）を正当な王位継承者として国民が支持する様子、反スペイン感情

を描く政治風刺劇的要素が色濃くみられるが、これらはやはり、ジェイムズ一

世の御前での上演が不可能であったと考えるのが自然であり、Ｑ１には内容の

差し替えがみられる。７

３ Gurr ed. Philaster , Revels Play, lxxv.

４ Laurence, “The Riddle of Philaster”, Times Literary Supplement , vol.20, Nov. 17. (1921).

５ フレッチャー作『キュピッドの復讐』（Cupid Revenge）が本戯曲の材源であると考え

られている。『スペインの悲劇』（Thomas Kyd, The Spanish Tragedy）、『ハムレット』

（William Shakespeare, Hamlet）との類似性も指摘される。

６ Turner, ‘The Printing of ‘Philaster’ Q1 and Q2’, 23-24.

７ スペイン王子ファラモンドの傲慢さと自己愛に満ちた科白は嘲笑の的となり、冒頭

の科白“This speech calls him Spaniard, being / nothing but a large inventory of his own

commen- / dations”（１．１．１６４‐１６６）を始めとして、劇中人物らによる揶揄が目立つ。
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さらにＱ１を piracyとみなす根拠として、８スピーチプリフィックス（Speech

Prefix；以下 SPと略記）の曖昧さが指摘される。Arethusaという名前は聞き

取れなかったものと推測され、Ｑ１における彼女の SPは始終 Princessだが、

Ｑ２においては初登場から Arethusaと記される。９Ｑ１において主要人物の名

前が舞台上で呼ばれる回数を数えると、Arethusaは三回しか認識されていない。

もし SPなどから判断してＱ１が piracyであるならば、『フィラスター』のキャ

ノンが記す書誌情報において、Ｑ１について“set from manuscript”と表記さ

れるのはＱ２の説明とすべきかもしれない。しかし、ここで言う“manuscript”

とは foul paperと fair copy以外の印刷所原本が検閲を通過したことを意味する

のだろう。また、アーデン版や Early English Books Online（EEBO）の書誌情

報で、Ｑ５を“identified asＱ４”、Ｑ６を“identified asＱ５”とするが、実際

にはパンクチュエーションやヴァリアントに多くの違いが認められるのも事実

である。１０

２．金鉱としてのＱ２

Ｑ１とＱ２のテクストの違いについては先行研究の記すとおりだ。また、Ｑ

１出版が初演から１２年空いた理由について、劇団がブラックフライアーズ座

での上演を止められたこと、アン女王の崩御と葬儀、財政難が指摘されている。

８ アンドリュー・ガーはＱ１を“piracy”と称すが、ロンドン書籍商組合へ提出された

印刷所原本が劇作家本人の直筆原稿またはその清書でなくとも、検閲を通過して出

版の許可を得たものであれば、通常「海賊版」とは呼ばない。

９ よく似たことが小姓ベラーリオにも指摘される。Ｑ１のテクスト全体は K１vまであ

るが、小姓ベラーリオの SPは最終幕場に近い I４vで Boyから Bellarioへと変わる。

１０ 他の先行研究として１９６０年 Robert Kean Turnerは、Ｑ１のテクストがまるで散文のよ

うに文字が詰め込まれる理由について活字版の作成順序と印刷工程を説明し、植字

工の数についても指摘した。（Turner, ‘The Printing of ‘Philaster’ Q1 and Q2’, 23-24; 28-

30）
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しかし、Ｑ１出版から二年後、再びオークス（Nicholas Oaks）が『フィラスター』

のＱ２印刷を請け負うまでの経緯は不明だ。ただ Savageが指摘するように、

次に引用するＱ２の序文においてオークスはＱ１を Bad quartoであったと強

調することから、彼が『フィラスター』の再販によって金儲けを試みたものと

考えられる。１１

To the Reader
C[o]urteous Reader.｜Phila ter, and Arethu a｜his loue, haue laine｜ o long a
bleeding, by｜rea on of ome dan-｜gerous and gaping｜wounds, which they re-
ceiued in the fir t｜Impre ion, that it is wondered how｜they could goe abroad o
long, or tra-｜uaile o farre as they haue done.Al-｜though they were hurt neither
by me,｜nor the Printer; yet I knowing and fi-｜nding by experience, how many
well-｜wi hers they haue abroad, haue aduen-｜tured to bind vp their wounds, &
to en-｜able them to vi ite vpon better tearmes,｜ uch friends of theirs, as were
plea ed to｜take knowledge of them, o mained and｜deformed, as they at the fir t
were; and｜if they were then gracious in your｜ ight, a uredly they will now｜
finde double fauour, being re-｜formed, and et forth ute-｜able, to their birth,
and｜breeding.

By your eruiceable / Friend,
ThomasVValkley.

（Ｑ２［１６２２］，Sig.A２r-A２v）

さらにＱ３以降では、THE STATIONER｜TO｜THE VNDERSTANDING GEN-

TRIEが加えられ、観客や読者に対して「Ｑ１は間違いだらけだが、純金のよ

うなもので、精製されるごとに純度を増す。Ｑ１は採掘されたばかりの鉱石で、

役者は働く鉱山夫、お客様は見極める審査員」と記されている。

１１ Savage 445; 446.
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THE STATIONER｜TO｜THEVNDERSTANDING GENTRIE
T[h]is Play o affectionat-｜ly taken, and approo-｜ued by the SeeingAudi-｜tors,
or Hearing Specta-｜tors, (of which ort, I｜take, or conceiue you to｜bee the
greate t part)｜hath receiued (as appears by the copious vent｜of two Editions,)
no le acceptance with｜improouement of you likewi e the Readers,｜albeit the
fir t Impre ion warm’d with Er-｜rors, proouing it elfe like pure Gold, which｜
the more it hath beene tried and refined, the｜better is esteemed; the be t Poems of
this kind,｜in the fir t pre entation, re emble that all-｜tempting Minerall newly
digged vp, the｜Actors being onely the laboring Miners, but｜you the skilfull
Triers and Refiners: Now｜con idering how currant this hath pa ed, vn-｜der the
infallible tampe of your iudicious cen-｜ ure, and (like a gainfull Of-｜fice in
thisAge) eagerly ought for, not onely by｜tho e that haue beard & eene it, but by
others｜that haue meerely beard thereof: here you｜behold me acting the
Merchant-aduenturers｜part, yet as well for their atisfaction, as mine｜owne
benefit, and if my hopes (which I hope,｜ hall neuer lye like this Loue a Bleed-
ing,)｜doe fairely arriue at their intended Hauen, I｜ hall then be ready to lade a
new Bottome, and｜ et foorth againe, to gaine the good-will both｜of you and
them. To whom re pentiuely I co-｜nuey this hearty greeting:Adieu.

（Ｑ３［１６２８］，Sig.A２r-A２v）

顧客を意識したお世辞とも理解できるこの序文は、オークスにとって『フィラ

スター』が商業的利益を追求するうえで金塊の眠る鉱山となり得たことを意味

している。オークスはひとつの戯曲をもとに‘piracy’Ｑ１と正規品Ｑ２の販

売を試みた。先に出版されたＱ１を粗悪品だとする序文をＱ２に書いた目的は、

本を多く売って収入を増すことであろう。Ｑ１には序文が無い。１２同時期にオー

クスは同様のトラブルを起こしており、１６２１年、彼はジョージ・ウィザーの

『モットー』を印刷した際、二種類の版を３０００部印刷し、ロンドンの主要ブッ

クセラーで販売した。これも『フィラスター』と同様に、顧客の購買意欲を煽

り、二重の収入を得るためだと考えられる。この商法の背景として、１６２１年

とはオークスがシェイクスピア戯曲『オセロー』の印刷所原本を書籍商組合へ

１２ Ｑ３の序文はＱ４以降も踏襲されている。
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提出して検閲を受けた年であり、翌１６２２年はその初版を出した年であるが、

この時彼らが財政難にあったと記されている。１３悪名を馳せたオークスが無傷

のまま済むはずはなく、１６３０年、セントポール寺院の修復のためと称して、

彼は１５ポンド徴収されている。この記録は、彼に対する社会的評価として理

解できるだろう。１４当時の物価と金銭感覚について、１６６９年における書籍の値

段を参考にすると、安価な八折本（Octabo’s Large）が４、５ペンス、ラテン

語で書かれた二折本（Books in Folio, in Latin）が高値のもので１ポンド１０シリ

ング、二折本の聖書（Bibles in Folio, or the like）が１ポンド前後で販売されて

いる。１５印刷出版物全般で考える際、戯曲のテクストが市場で取引される割合

は低く、限られた富裕層が顧客であることを考慮すると、１５ポンドは多額の

罰金であったと思われる。

３．誓言における異同

ここまで確認したように、先行研究はＱ１とＱ２が生まれる印刷工程や社会

背景を解明することに集中している。これより本論は、底本Ｑ２から派生しな

がらも異なるＱ３（pub.１６２８）とＱ４（pub.１６３４）に再考の余地を見出した

い。

研究方法として、EEBOより落手したＱ１（pub.１６２０）からＱ６（pub.１６５２）

までのファクシミリデータについて、それぞれの異同を確認後、データ収集を

行った。１６結果、Ｑ１とＱ２では先述したようにテクスト全体が異なるものの

１３ Shakespeare 407.

１４ A Dictionary of Printers and Booksellers in England, and Ireland, and of Foreign Printers of

English Books 1557-1640 , 206.

１５ A general note of the price of binding all sorts of books agreed on by the book-binders whose

names are under-written. As it was presented to the master, wardens, and assistants of the

Worshipful Company of Stationers, August the 2d, 1669. (London: Roger L’ Estrnage, Septem-

ber 23, 1669, Wing (2nd ed.) / G504A)
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�Ｑ３（１６２８） Sig.B４r, ll.２２‐２３ Ｑ４（１６３４） Sig.B４r, ll.２２‐２３１７

�Ｑ３（１６２８） Sig.C２r, ll.２‐３ Ｑ４（１６３４） Sig.C２r, ll.２‐３

１６ケ所、Ｑ２とＱ３では２ケ所、Ｑ３とＱ４では１９ケ所「意味上の違いがあ

る異同」を確認することができた。Ｑ４における１９ケ所の異同は他と比べて

数が多く、テクストが何かしらの外部影響を受けた結果だと推測できる。１９

ケ所の詳細を以下に記す。

１６ データ収集時、誓言だけでなく Gods、Heavenなど宗教関連語をすべて調査対象とし

た。本研究はＱ１からＱ６までの誓言異同とその変遷について一覧表を完成してい

るが、頁数の関係上ここには掲載していない。
ミ ソ ジ ニ ー

１７ Ｑ４における異同“Pride comfort your poore head-peace Lady”に女性嫌悪を読み取る

こともできる。

�Ｑ３（１６２８） Sig.B１v, ll.３７‐３８ Ｑ４（１６３４） Sig. B１v, ll.３７‐３８

�Ｑ３（１６２８） Sig.B２r, ll.１０‐１２ Ｑ４（１６３４） Sig.B２r, ll.１０‐１２

�Ｑ３（１６２８） Sig.B２v, ll.２７‐２９ Ｑ４（１６３４） Sig.B２v, ll.２７‐２９

�Ｑ３（１６２８） Sig.B３r, ll.８‐１０ Ｑ４（１６３４） Sig.B３r, ll.８‐１０
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�Ｑ３（１６２８） Sig.C３v, ll.２１‐２３ Ｑ４（１６３４） Sig.C３v, ll.２１‐２３

�Ｑ３（１６２８） Sig.E２r, ll.１‐２ Ｑ４（１６３４） Sig.E２r, ll.１‐２

� �Ｑ３（１６２８） Sig.E４r, ll.３０‐３１ Ｑ４（１６３４） Sig.E４r, ll.３０‐３１

�Ｑ３（１６２８） Sig.F２r, ll.３‐５ Ｑ４（１６３４） Sig.F２r, ll.３‐５

�Ｑ３（１６２８） Sig.F２v, ll.２２‐２３ Ｑ４（１６３４） Sig.F２v, ll.２２‐２３

�Ｑ３（１６２８） Sig.G３r, ll.１９‐２０ Ｑ４（１６３４） Sig.G３r, ll.２１‐２２

	Ｑ３（１６２８） Sig.C３r, ll.３１‐３３ Ｑ４（１６３４） Sig.C３r, ll.３１‐３３


Ｑ３（１６２８） Sig.H１r, ll.３５‐３６ Ｑ４（１６３４） Sig.H１r, ll.３５‐３６

�Ｑ３（１６２８） Sig.G３v, ll.３０‐３２ Ｑ４（１６３４） Sig.G３v, ll.３０‐３２
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�Ｑ３（１６２８） Sig.H１v, ll.２１‐２５ Ｑ４（１６３４） Sig.H１v, ll.２１‐２４

�Ｑ３（１６２８） Sig.I１r, ll.８‐９ Ｑ４（１６３４） Sig.I１r, ll.８‐９

�Ｑ３（１６２８） Sig.I４r, ll.１９‐２１ Ｑ４（１６３４） Sig.I４r, ll.１９‐２１

上記の異同について戯曲のストーリーに影響を及ぼすものは無いが、Ｑ４は神

様へ誓うことを避けている。Ｑ３が“By more then all the gods”（Sig.B１v, l.３８）、

“by the gods”（Sig.C３v, l.２２；Sig.G３v, l.３０）、“By all the gods”（Sig.I１r, l.８）と神

の名を口にするのに対し、Ｑ４はそれぞれ“By more then all my hopes”（Sig.B１v,

l.３８）、“by my word”（Sig.C３v, l.２２）、“by my life”（Sig.G３v, l.３０）、“By all thats

good”（Sig.I１r, l.８）というように、他のものへ置き換えており、誓言そのもの

を削除する箇所も確認できる。これについて先行研究の見解を確認すると、１９０６

年に Thorndikeは「Ｑ２は権威あるテクストであり、Ｑ３はそれに倣う。Ｑ４

は特に誓言を多く書き直しており、その改変は後の四折本にも引き継がれてい

る」と記す。１８アーデン版編者 Gossettは「誓言を穏やかに削除」とし、１９キャ

ノンの編者 Turnerは「Ｑ４は編集され、主に誓言が削除」と述べ、２０Bawcutt

は書評のなかで「１６３４年のリプリントで誓言が機械的に削除、あるいはトー

ンダウン」とわずかに触れる。２１先行研究はＱ４の誓言異同を認知するが、そ

１８ Thorndike 149.

１９ Gossett ed. Philaster , Arden Early Modern Drama, 89-90.

２０ Robert Kean Turner, ‘Textual Introduction’, The Dramatic Works in the Beaumont and

Fletcher Canon . Vol.1, 371.

２１ Bawcutt 74.
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の詳細や理由については研究書に注を付けていない。

４．誓言異同の社会背景

Ｑ４における１９カ所の異同の社会背景について、まずは宗教的視座より聖

書を確認する。

Agayne ye have heard how it was aid to the of old tyme, thou halt not for were
thy self, but halt perfourme thyne oth to God. But I aye unto you, weare not at
all: neyther by heaven, for it is Goddes eate: nor yet by the earth, for it is hys fote
tole: neyther by Ieru ale: for it is the citie of that greate Kynge: neyther halte thou
weare by thy head, becau e thou can t not make one whyte heare or black. But

your communication halbe, yea, yea: nay, nay, for what oever is more then that,
cometh of evyll. (Mathew 5: 33-37)

But above al thinges my brethre, weare not, nether by heauen / nether by earth,
nether by eny other othe. Let youre＊ yee be yee, & your naye, nay: lest ye faule
into ypocricy. (James 5: 12)

(William Tyndale, The Byble whych is all the holy Scripture)２２

上記引用は、人間の意思で制御できない対象物へ誓うことも禁じており、１６６１

年出版『本当のキリスト教徒が神様に誓わない１６の理由』においても、上記

引用箇所が最初に言及されている。２３また、テクストに誓言異同を生み出す直

接的な歴史的事象として、１６０６年にイングランド議会は「この議会の後、い

かなる人物も芝居やインタールード、五月祭、パジェントにおいて、神聖なる

神、キリスト、精霊、三位一体の名前を、畏怖を抱かずに冒涜して用いるなら

ば、その違反すべてに対し１０ポンド罰金を徴収する」と記し、舞台上での誓

２２ カヴァデール聖書（Myles Coverdale, Biblia the Byble）は、ここで引用したティンダ

ル聖書と比較してヴァリアントに違いはあるが、内容は一致する。

２３ John Crook A2r.
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言の使用を禁じている。

CAP. XXI.
AnAct to re train theAbu es of Players.
For the Preventing and Avoiding of the great Abu e of the Holy Name of God in
Stage-plays,｜Enterludes, May-games, Shews, and uch like; (2) Be it enacted by
our Sovereign Lord｜the King’s Maje ty, and by the Lords Spiritual and Tempo-
ral, and the Commons, in this pre ent Parlia-｜ment a embled, and by theAuthor-
ity of the ame, That if at any Time or Times after the End of｜this pre ent Se ion
of Parliament, any Per on or Per ons do or hall in any Stage-play, Enerlude, Shew,
｜May-game or Pageant, je tingly or profanely peak or u e the holy Name of God,
or of Chri t Je us, or｜of the Holy Gho t, or of the Trinity, which are not to be
poken but with fear and Reverence, hall｜forfeit for every uch Offence by him

or them committed ten Pounds: (3) The one Moiety thereof to｜the King’s
Maje ty, his Heirs and Succe ors, the other Moiety thereof to him or them that
will ue for｜the ame in any Court of Record at We tmin ter, wherein no E oin,
Protection orWager of Law hall｜be allowed.２４

ここに記される罰金１０ポンドは、当時ロンドンの劇場で雇われた人の年収に

も相当する大金であった。金銭感覚については、オークスが徴収された罰金１５

ポンドについて先述した通りだ。取り締まりの対象となる具体的な誓言につい

ては Gazzardが記すところだが、２５先述したＱ４の誓言異同はおそらくまだ法

に抵触しており、この理由については不明だ。また、１６２４年の誓言禁止令で

は誓言を一つ唱える度に１シリングの罰金が徴収されたと指摘されている。２６

仮に上演やプロンプトブックと、商業的利益を追求する印刷出版の区別をつけ

２４ Ruffhead 62-3.

２５ By God, by Jesus, by Christは明らかに誓言とみなされ、神やキリストの聖痕、血、骨、

脇腹に誓う行為も神聖を冒涜すると考えられた。対応策として zwoundsなどの minced

oathsが現れるが、life, heart, death, bloodと言うだけで誓言だと理解されるようになっ

た。

２６ Gazzard 509.
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ない場合、１６２８年のＱ３テクストが上演されたものと仮定して、当時実際に

徴収された罰金の記録を見つけることは不可能であったが、Ｑ４において１９

ケ所の誓言が改変されていなければ１９シリング、約１ポンド、年収の１０分の

１が一度の上演につき罰金として徴収された可能性を指摘できるだろう。しか

し、１６２４年にイングランド議会が出した「神を冒涜する誓言や呪詛を予防す

るための条文」（AnActe to preuent and｜reforme prophane Swearing｜and Cur ing.

CAP. XX）を確認すると、主に「この議会以降、神の名において神聖を冒涜す

る誓いや呪いを全て禁じる。すべての違反者は、罪を犯すごとに、その罪を犯

した場所の教区へ、合計１２ペンス罰金を支払う。罰金の徴収にあたり、動産

差し押さえや、違反者の持ち物を売りさばいても足りない時には、所属する集

団に支払わせることも合法とみなす。違反者が１２歳以上であれば、３時間足

枷をかす。１２歳未満であれば、治安官によって、もしくは治安官の前で親や

主人によって鞭で打たれる。」とあり、該当する文言は見当たらない。２７イング

ランド議会による記録は Gazzardの主張と一致しないようだが、１６０６年の誓

言禁止令が社会に浸透しなかったために、１６２４年以降より一層厳しい取り締

まりが試みられたものと推測できる。

５．他作品における誓言の異同

テクストに誓言の異同が確認できるのは『フィラスター』に限ったことでは

なく、１７世紀ロンドンで出版された他の印刷物にも同じ現象が確認できる。

現存しない The Tamer Tamed という戯曲について、劇団からの苦情に対応して

台本より誓言が削除されたが、結局は The Scornful Lady に差し替えられた。２８

２７ England and Wales. Anno regni Iacobi, regis Angliae, Scotiae, Franciae & Hiberniae, viz.

Angliae, Franciae, & Hiberniae xxj. & Scotiae lvij.

２８ Dutton 95.

２９『シェイクスピア大辞典』１４２．
３０『オセロー』では６３カ所誓言が改変されている。（Shakespeare 405）

神様へ誓わないＱ４（１６３４）

－１２－



The alchemist.VVritten by Ben. Ionson (1612)３１ The workes of Beniamin Ionson (1616)３２

�Sig.B３r, l.１３ Sig.Eee５r, l.３４

�Sig.C１v, l.２４ Sig.Fff１v, l.５

�Sig.G１v, l.１２ Sig.Hhh２r, l.１３

�Sig.L４v, l.２９ Sig.Kkk５v, l.２５

シェイクスピア戯曲の例では『ウィンザーの陽気な女房たち』２９や『オセロー』３０

が出版時に誓言を削除または改変している。さらに、ベン・ジョンソン『錬金

術師』について１６１２年出版と１６１６年出版のテクストを比較すると、誓言を含

む宗教関連語句は約１００カ所存在するが、異同は以下に記す４例と極めて少な

く、戯曲のストーリーに影響を及ぼすものは無い。

さらに、ジョン・ウェブスター『白魔』については４版しか現存しておらず、

Ｑ１（pub.１６１２）３３出版からＱ２（pub.１６３１）３４出版まで１９年空くこともあり、

３１ The alchemist. VVritten by Ben. Ionson. (London: Printed by Thomas Snodham, for Walter

Burre, and are to be sold by Iohn Stepneth, at the west-end of Paules, 1612. STC (2nd ed.)

14755)

３２ The workes of Beniamin Ionson . (London: By Will Stansby, an0 D. 1616. STC (2nd ed.)

14751)

３３ The white diuel, or, The tragedy of Paulo Giordano Vrsini, Duke of Brachiano with the life and

death of Vittoria Corombona the famous Venetian curtizan. Acted by the Queenes Maiesties

Seruants. Written by Iohn Webster. (London: Printed by N[icholas] O[kes] for Thomas Archer,

and are to be sold at his shop in Popes head Pallace, neere the Royall Exchange, 1612. STC

(2nd ed.) / 25178)
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小さなヴァリアントは無数にあるが substantive variantは無い。このことから、

本論が詳細を記した１６３４年出版『フィラスター』における１９ケ所の異同は、『オ

セロー』の６３ケ所には及ばないが、比較的その数は多いとわかる。異同の数

の多さは、継続して１０版を重ねるほど人気の出た戯曲特有の傾向だと推測さ

れる。また、当時の印刷出版物において誓言と見れば全て書きかえた訳ではな

いことから、取り締まりの対象は舞台での演出に限られたのだろう。上演とプ

ロンプトブック、出版物とでは別カテゴリーで考えなければならないのも事実

だ。

６．結

１６３４年出版『フィラスター』第４四折本には、本論が詳細を記したように

１９ケ所の誓言異同を確認でき、それらは１６０６年の誓言禁止令をさらに厳格化

した１６２４年のイングランド議会の決定を受け、罰則を意識して書き直された

ものと考えられる。Ｑ３とＱ４出版時に各々の印刷所原本が異なった可能性も

推測され、さらに、その原本が劇場内での short handに基づくと仮定すれば、

舞台上の演出で科白に変更があったことを意味する。しかし、書き込みのある

プロンプトブックが現存しない限り、完全な証明は不可能であることも認めな

ければならない。

以上のリサーチから誓言における異同が物語るのは、神聖の保持を努めよう

とする傾向が社会に存在し、その公的圧力が戯曲のテクストに影響を及ぼした

ということであろう。舞台という束の間の世界では、日頃市民を抑圧する公的

３４ The vvhite deuil, or, The tragedy of Paulo Giordano Vrsini, Duke of Brachiano with the life,

and death, of Vittoria Corombona, the famous Venetian curtizan. As it hath bin diuers times

acted, by the Queenes Maiesties seruants, at the Phoenix, in Drury-lane. Written by Iohn Web-

ster. (London: Printed by I[ohn] N[orton] for Hugh Perry, and are to be sold at his shop at the

signe of the Harrow in Brittains-burse, 1631. STC (2nd ed.) / 25179)
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権力が虚仮にされ茶化されることにより、観客を意識した笑いがカタルシスと

して提供されることがある。聖書に馴染みのない民衆にとっては‘by Robin

Hood’、‘by Maid Marian’と言う方が普通であり、教会の権力や信仰を嫌う人々

は敢えて誓言を真似ることで揶揄い、格下げという遊びを楽しんだ。３５このよ

うなパロディーは明らかな取締りの対象となるが、演劇という娯楽の場で神聖

な誓言を口外する行為そのものが、特に劇場批判をしたピューリタンにとって

見過ごすことのできない禁忌として受け止められた。１６、１７世紀イングラン

ドにおける宗教と祝祭、真面目と悪戯、神聖と汚穢、ハレとケ、これら双極の

バランスは次第に崩れ始め、やがては神聖さの常態化を超えてカリカチュアや

スカトロジーへ移行する様子が認められる。しかし、誓言の有無や改変へと注

がれる意識は、神への畏怖を強制する動きが公に残存したこと、宗教的束縛と

解放、または執着と無関心という両極が混在しながら走っていた事実を具体的

に記すものとなるだろう。本論が議論するＱ４は、イングランドがルネサンス

最盛期にあるエリザベス朝を経験し、ピューリタン革命、１６３８年の主教戦争

の前に出版されたものだ。Ｑ４は神様へ誓わない。Ｑ４に確認できる誓言のパ

ロディーは踏襲され、Ｑ５とＱ６の間に異同がほぼ確認できないことを考慮す

ると、先行研究があまり注目しなかったＱ４のテクストには、解放へと燻ぶり

ながらも正体を潜めて時を伺っている社会が映し出されていると指摘できるの

ではないか。今後、同時代に印刷出版された複数のテクストを時系列で並べ、

誓言異同の有無と規則性、それらの社会的要因をさらに探ることが課題とされ

る。
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A Bibliographical Approach to
Philaster, or Love lies a-Bleeding (1634)

Rin KUNIZAKI

Philaster or Love lies a-Bleeding was a play written by John Fletcher (1579-

1625) and Francis Beaumont (1584-1616). The copy was entered to Thomas

Walkley on 10 January 1619/1620, and Q1 bears the date 1620. Ten editions were

printed from 1620 to 1687, and this proves that Philaster was very popular in the

17th century.

This bibliographical and textual study compared to each edition from Q1

(pub.1620) to Q6 (pub.1659), and found 19 substantive variants on Q4. Q4 was

edited chiefly to purge oaths. Considering the social background, the Bible and

two articles issued by English Parliament, ‘An Act to re train the Abu es of Play-

ers’ (1606) and ‘An Acte to preuent and reforme prophane Swearing and Cur ing’

(1624), mainly influenced these 19 variants. This study aims to show the reason

Q4 avoided swearing to Gods.
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